
マリエンフリードにおける聖母マリ
アの御出現
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聖母マリアは、ノイ・ウルム近郊のパッフェンホーフェン教区にあるマリエンフリード（ド
イツ）で、当時 22 歳だった預言者バーベル・リュースの前に現れました。御出現は 3 回にわ
たり、1946 年 4 月 25 日、5 月 25 日、6 月 25 日に行われました。ここでは、ドイツ語から翻
訳されたマリアの御言葉の要点を紹介する。また、このマリアのメッセージをヨハネの黙示
録と比較しつつ、我々の補足説明を括弧書きでイタリック体にして付記する。
ここに引用する抜粋は、マリア・ヘップが執筆したドイツ語の原著をニコール・ロエリ＝セ
ネズが翻訳した小冊子『マリエンフリードのメッセージ』（Paul Geiselmann 印刷所、ラウプ
ハイム、1969 年（ドイツ））から引用したものである。

1. 最初の啓示：1946 年 4 月 25 日
マリアはバーベルにこう言いました。
「最も大きな信頼が支配し、私がすべてをなすことができると人々に教えられている場所こそ、
私が平和を広める場所です。そして、すべての人々が私の力を信じるようになったとき、平
和が訪れるでしょう。私は生ける神のしるしです。私は私の子供たちの額に私のしるしを刻
む。星（ダビデの星、シオニズムの象徴；黙示録 9 章 1 節参照）は私のしるしを追うだろう
が、私のしるしは星に打ち勝つ」。
「あなたはどなたですか？」という問いに対し、バーベルはこう答えられた。「もし私がベール
を被っていなければ、あなたは私を認識しただろう」。去り際、その御方はさらにこう言われ
た
。「キリストの平和が、あなた方と、ここで祈るすべての人々と共にありますように」。
この場所は後に「マリアンフリード」（fried ＝平和）と呼ばれるようになった。聖母マリアが
ここで「私はキリストの平和をあなた方に授ける」と語ったからである。

2. 第二の御出現：1946 年 5 月 25 日
マリアはこう言われました。
「私は恵みの大いなる仲介者です。世界が御父の御慈悲を得ることができるのは御子の犠牲に
よってのみであるように、あなたがたが御子に聞き入れられるのも、私の取り成しによって
のみなのです。キリストがこれほど知られていないのは、私が知られていないからである。こ
うして父は、人々の上に怒りの杯を注がれた（黙示録 11:18 ／ 14:19 ／ 15:1 ／ 16:19）のは、
彼らが御子を拒んだ（反キリストとそれを支持する者たちによるキリストの拒絶）からであ
る。世界は私の無原罪の御心に奉献されましたが、その奉献は多くの人々にとって恐ろしい
重荷となってしまいました。私は、世界がその奉献を生き抜くことを願っています。私の無原
罪の御心に限りない信頼を置いてください！私が御子のもとで何事も成し遂げられると信じ
てください！罪に満ちたあなた方の心の代わりに、私の無原罪の御心をお置きなさい。そう
すれば、私は神の力を引き寄せ、父の愛があなた方の中でキリストを再び完全な姿へと形作
ってくれるでしょう。キリストがまもなく平和の王として統治できるよう（黙示録 11:15-17）、
私の願いを叶えてください。世界は、その御心を傷つけた数え切れないほどの罪のゆえに、怒
りの杯を底まで飲み干さなければなりません。深淵の星（最初の幻視ですでに言及されたも
の：黙示録 9 章 1 節）は、かつてないほど猛威を振るい、恐ろしい破壊をもたらすでしょう
（「聖地における荒廃の憎むべきもの」：マタイ 24 章 15 節／ダニエル書 9 章 27 節）をもたら
す。それは、その星が自らの時が限られていることを知っているからであり（黙示録 12 章
12 節）、すでに多くの人々が私のしるしの下に身を寄せているのを見ているからである。そ
うした人々に対しては、たとえ多くの者の肉体を殺したとしても（黙示録 6:9 ／ 11:3-9）、彼
女には力がない。しかし、私のために捧げられたこれらの犠牲（その星によって殉教させら
れた人々自身はそれを知らずに）から、私は残りの軍勢をキリストのために勝利へと導く力
を得ている。すでに数人が私の印を受け入れており、その数はますます増えていくであろう。
私の子供たちよ、あなた方に言いたい。最も血なまぐさい日々においても、まさにこの十字
架こそが恵みであることを忘れず、この恵みについて父に絶えず感謝しなさい！
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罪人のために祈り、犠牲を捧げなさい！あなた自身と、あなたの行いを、私を通して父に捧
げなさい。私を完全に信頼し、私に従いなさい！ロザリオを祈りなさい！外的な利益のため
にばかり祈ってはなりません！今日、求められているのは、それよりもはるかに大きなこと
なのです。また、しるしや奇跡を期待してはいけません！私は「恵みの大仲介者」として、ひ
そかに働きかけたいのです。もしあなたが私の願いを叶えてくれるなら、私はあなたに心の
平安を与えたいと思います。その平安があってこそ、人々の間の平和が築かれるのです。そ
うして初めて、キリストは平和の王として諸国民を治められるでしょう。私の御心が知られ
るよう努めてください。そうすれば、私はあなたに必要な力を与えます」
。授けられた使命に関して、マリアはさらにこう言います。「悪魔はこの世で非常に大きな力
を持つようになるでしょう。そのため、私の中にしっかりと根を下ろしていない者は皆、惑
わされてしまうでしょう。悪魔は人々を盲目にさせる術を知っており、最も優れた者たちで
さえも誘惑されてしまうからです（教会の指導者たち、その筆頭である教皇でさえ、星に惑
わされるでしょう）。人々が彼女の無原罪の御心に信頼を置かないところでは、悪魔は力を振
るうだろう。しかし、人々が自分の罪深い心の代わりに彼女の無原罪の御心を据えるところ
では、悪魔は力を振るうことはできない。悪魔は（星とその手先を通じて）神の子供たちを
迫害し、彼らは軽蔑されるだろうが、悪魔は彼らに対して何もできない。

3. 第三の御出現：1946 年 6 月 25 日
マリアは言われた。
「私は恵みの大いなる仲介者である。父は、世界がこのしもべの立場を認めることを望んでお
られる。人々は、聖霊の変わらぬ花嫁として、私がすべての恵みの忠実な仲介者であることを
信じなければならない。私のしるしが到来する（黙示録の天使：黙示録 10 章 1-2 節；『黙示
録の鍵』のテキストを参照）。神はそう望んでおられる。私の子供たち（ラ・サレットで彼女
が語った終わりの時の使徒たち）だけが、それが秘密の中で彼らに示されているゆえに、こ
れを認めている。それゆえ、彼らは主を賛美する。私はまだ、この世に私の力を示すことはで
きない。私は子供たちと共に身を隠さなければならない（黙示録 12 章 1-6 節／ 12 章 13-17
節の女）。犠牲の数が満たされるまで、私は魂の中でひそかに奇跡を行いたい。暗黒の日々を
短縮するのは、あなた方に委ねられている。あなた方の祈りと犠牲が、獣の像を打ち砕くで
しょう（黙示録の獣 13 章 1-8 節／ 13 章 14-16 節／ 17 章 1-9 節）。そうして初めて、私は
全能者の栄光のために、世に現れることができるのです。すべての人がまもなく三位一体を
崇め、敬うようになるよう、私のしるしを受け入れてください。私を通して祈り、捧げなさ
い！絶えず祈りなさい！ロザリオを唱えなさい！私の無原罪の御心を通して、父にすべてを
願いなさい！それが父の栄光のためであれば、父はそれを与えてくださいます。朽ちるもの
のために懇願するのではなく、個々の魂、あなたがたの共同体、そして諸国民のために恵み
を求めなさい。そうすれば、すべての人が神の御心を愛し、その栄光を帰するようになるで
しょう。私が望んだように、土曜日を私に捧げなさい。
多くの犠牲を私に捧げなさい！祈りを犠牲とせよ！利己心を捨てよ！今日、重要なのはただ
主への栄光と贖罪を捧げることだけである。もしあなたがたがこれに全身全霊を捧げるなら、
残りのことはすべて私が引き受ける。私は、犠牲となられたわが子においてあなたがたを愛
しているからこそ、海のように重く深い十字架を、わが子らに負わせたいのです。どうか、平
和が早急に訪れるよう、十字架を背負う覚悟を固めてください。聖三位一体がまもなく栄光
を受けるよう、私のしるしを受け入れてください。
私は、人々が私の願いを一日も早く果たすことを求めます。なぜなら、それが天の父の御心
であり、今そして永遠に、父のより大きな栄光と威光のために必要だからです。父は、御心
に従おうとしない者たちに、恐るべき苦しみをもたらすと告げておられます」。
聖母は、世界に向けた新たなメッセージがあるとお付け加えになりました。その状況や外的
な詳細は、決して口外してはならないとのことでした。「このメッセージを巡って人々の心は
分かれるでしょう。その多くはこれに衝撃を受けるでしょうが、小さな一団はこれをよく理
解し、その価値を広めるでしょう。その人々は私の御心を認め、喜びます。この一団は、この
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時代における私の立場を認め、私に大きな喜びを与えてくれました。この一団は多くの国に
代表者を持ち、彼らは私のメッセージを広める役割を担います。彼らの多くはすでに、私の
秘められた奇跡を目撃している。彼らは私が『驚くべき母』であることを認め、この称号を
もって私に栄光を帰している。」（この衝撃的なメッセージこそ、まさに『黙示録』のそれで
あり、それは『獣』に仕える者たちを震撼させたものである。「驚くべき母」という称号につ
いては、後述の解説を参照のこと）。
バーベルは、人々がそのメッセージを信じるようにと、外的なしるしを求めた。マリアは、人
々が彼女の意志を成し遂げた時にのみ、しるしを与えると答えた。その時、彼女はかつてな
いほど大きな奇跡、すなわち魂における奇跡を行うだろう。聖母はさらにこう言われた。
「私はすでに多くのしるしを与え、何度も世に語りかけてきたが、人々はそれを真剣に受け止
めなかった。大勢の人々が外的なしるしのためにやって来たが、本質のためではなかった。
目に見える奇跡のゆえにのみ私を信じる者たちは皆、恥をかく時が目前に迫っている。外的
なしるしによって多くの者がより大きな責任を背負うことになるだろう。なぜなら、彼らは
そこから教訓を学んでいないからだ。私の子供たちの祈りを待ち望んでいる魂は数多くいる。
私の子供たちは、主をより一層賛美し、敬い、感謝しなければならない。主は、ご自身の栄光
のために彼らを創造されたのではないのか！」
サイトの責任者たちは 1984 年にマリエンフリードを訪れた。そこで彼らは担当司祭と少人数
のグループと面会した。彼らは『黙示録のメッセージ』について説明した。彼らはこれに感
銘を受け、私たちに、その自宅で幻視者バーベル本人と会うことを許可してくれた。しかし
彼女は、「マリアが明らかにすべきだったもう一つのメッセージ」については何も明かしませ
んでした。なぜなら、司教からそれを禁じられていたからだと彼女は言ったのです。黙示録
の星、すなわち黙示録の獣の正体に関するこの沈黙の壁を打ち破るのは、黙示録の使徒たち
の責務です。

4. 「マテル・アドミラビリス」への祈り
「マテル・アドミラビリス」（驚くべき母）への祈りは、1930 年 6 月 24 日生まれの若いドリ
ス・トゥトゥンジによって、1945 年 10 月 20 日に作られました。彼女は、聖霊の霊感によっ
てこの美しい祈りを捧げてから 40 日後の 1945 年 12 月 10 日、突然天に召されました。黙示
録の使徒たちは、この祈りを唱えることを喜びとし、毎日この祈りを捧げることで、彼らの
「驚くべき母」を喜ばせています。彼らは、「この称号をもって彼女に栄光を帰する」彼女の子
供たちの「小さな軍団」の一員であることを自覚しています。特筆すべきは、マリエンフリ
ードにおけるマリアの御出現が 1946 年 4 月に始まったことです。これは、ドリスがこの祈り
を愛を込めて捧げた「尊き母」のもとへ旅立つために「この世を去って」から 4 ヶ月後のこ
とでした。

「アヴェ・マリア、恵みに満ちた方、神の三位一体が映し出される輝く光よ。おおマリア、あ
なたの御名は注がれる香油であり、私たち罪人にとって、常に待ち望まれる助けです。

主はあなたと共におられます。ああ、マリアよ、あなたもまた私たちと共におられ、涙の谷
を歩む貧しい巡礼者であるあなたの子供たちを照らし、導き、慰めてくださるのです。彼ら

は、彼らの優しい星であるあなたに目を注いでいます。

あなたはすべての女の中で祝福されています。なぜなら、主はあなたを、受肉された御言葉
の母となるよう選ばれ、罪があなたの麗しい白さを曇らせることを決して許されなかったか

らです。

あなたの胎から生まれたイエスは祝福されています。なぜなら、あなたを通して、私たちに
唯一の救い主が与えられたからです。その方は、私たちを死から贖い出し、天の門を再び開

いてくださるのです。
www.pierre2.net/ja/les-apparitions-de-marie-a-marienfried 4/5



www.pierre2.net

聖母マリア、神の母よ、今この地上で闘う私たちのために祈ってください。いつでも私たち
の避難所となってください。そうすれば、死という祝福された瞬間に、私たちは永遠の輝き

の中で、あなたの優しい御顔を仰ぎ見ることができるでしょう。アーメン。
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